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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にII
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての管
りをもち、明日ﾝ、の願いをこめて、ここに市民憲箪を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまZ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまで
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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ご存知ですか
国民健康保険制度

２
月
１
日
（
木
）
、
市
で
は
、

行
政
改
革
指
針
（
案
）
を
、
市

民
の
代
表
者
な
ど
、
名
（
下
表

参
照
）
で
織
成
す
る
行
政
改
革

市
民
推
進
委
員
会
に
諮
問
し
ま

行
政
改
革
指
針
（
案
）
を
諮
問

行
政
改
革
市
民
推
進
委
員
会
で
審
議
中

し
た
（
写
真
）
。

同
案
は
、
近
年
の
社
会
経
済
情

勢
に
対
応
し
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
、
昨
年
５

月
に
庁
内
に
設
澄
し
た
行
政
改
革

推
進
本
部
が
検
討
を
続
け
、
事
務

事
業
や
財
政
鱗
造
の
見
直
し
な
ど
《

７
つ
の
重
点
事
項
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

行
政
改
革
市
民
推
進
委
員
会
で

は
、
３
月
末
の
答
申
を
目
指
し
て

煉
重
な
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
行
政
改
革
指
針
（
案
）

は
、
市
役
所
本
庁
舎
情
報
公
開
総

合
窓
口
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
が
け
が
や
病
気
を
し

た
と
き
に
、
医
療
費
の
心
配
を
せ
ず
に
必
要
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
広
報

あ
び
こ
２
月
１
日
号
（
４
）
面
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
概
要

と
異
動
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
会
号

で
は
、
国
民
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
給
付
や
被
保
険
者
証

の
更
新
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
国
保
年
金
課
Ⅱ

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
壷

（
霊
）
１
１
１
１
内
線
２
３
２

ぐ
行
政
改
革
市
民
推
進
委
員

華
厳
甑
験
》
大
久
保
皓
生

て
る
払

銅
塗
浄
紐
鐸
塾
忠
夫

学
酸
経
験
者
小
倉
正
一

罐
増
誰
荒
井
茂
夫

儘
噌
》
識
蠅
鐸

罹
噌
搾
安
田
和
男

Ｉ
儒
謁
鋸
山
田
貞
夫

儒
噌
雪
画
武
癖
李

陽
一
異
ク
皇

公
募
委
貝
演
田
洋
子
と
Ｌ

公
募
委
貝
宮
本
十
四

▼表1．入院時食事療養費自己負担額
医
療
費
の
負
担
額
が
次
の
各
項

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

高
額
医
療
費
と
し
て
超
過
す
る
分

が
支
給
き
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
、
通
常
は
診
療
月
の
３
か
月

後
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
の
で

国
保
年
金
課
お
よ
び
各
支
所
で
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
き
い
。

＊
１
か
月
の
間
に
、
１
人
の
方
が

同
じ
病
院
・
診
療
所
に
６
万
３
０

０
０
円
（
市
・
県
民
税
非
課
税
世

帯
は
２
万
１
０
０
０
円
）
以
上
支

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
３
割

（
退
職
者
医
療
制
度
は
２
割
）
を

自
己
負
担
す
れ
ば
、
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
入

院
中
の
食
事
代
も
一
部
自
己
負
担

（
表
１
参
照
）
す
れ
ば
、
残
り
の

賀
用
は
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し

ま
す
。
（
市
・
県
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
が
必
要
で
す
の
で
、
国
保
年
金

課
に
請
求
し
て
く
だ
き
い
）

給
付
さ
れ

医
療
費
の
一
部
を
給
付

医
療
費
が
高
額
の
と
き
は

凸

9

豪平成6年10月1日から平成8年9月30日まで支寸

▼表2．異動があった場合の手続き 払
っ
た
場
合

＊
同
一
世
帯
で
１
か
月
に
２
人
以

上
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円
（
市
・

県
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
１
０

０
０
円
）
以
上
支
払
っ
た
と
き
で
、

合
算
し
て
６
万
３
０
０
０
円
（
市
．

県
民
税
非
課
税
世
帯
は
３
万
５
４

０
０
円
）
以
上
の
場
合

＊
高
額
医
療
費
が
過
去
１
年
以
内

に
４
回
以
上
で
、
４
回
目
以
降
が

１
か
月
３
万
７
２
０
０
円
（
市
・

県
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
４
６

０
０
円
）
以
上
の
場
合

な
お
、
診
療
費
の
計
算
は
次
の

各
項
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

＊
月
を
ま
た
が
っ
た
診
療
は
、
暦

月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

＊
同
じ
病
院
・
診
療
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
計
算
と
な
り
ま
す

＊
総
合
病
院
で
複
数
の
診
療
科
目

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
各
診
療
科

目
ご
と
に
計
算
し
ま
す

＊
入
院
中
に
負
担
す
る
食
事
代
の

一
部
負
担
金
や
差
額
ベ
ッ
ド
料
・

お
む
つ
代
な
ど
保
険
の
き
か
な
い

費
用
は
、
支
給
の
対
象
に
は
な
り

こんなとき ’持参するもの

市内に転入してきたとき 印鑑

国
保
に
は
い
る
と
き

印鑑職場の健康保険を
やめた証明瞥

職場の他康保険をやめたとき

印鑑、被保険者証､世淵
主の預金通桜

子どもが生まれたとき

生活{錘を受けなくなったと

き ‐
印鑑､保護廃止決定通知｜
嘗

’
’

外国人が加入するとき 外国人登録証明番

医
療
費
以
外
で
も
次
の
各
項
に

該
当
す
る
場
合
、
給
付
き
れ
ま
す
。

室
喜
児
一
鬘
記
召
）

…
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

給
付
き
れ
、
妊
娠
弱
日
以
上
で
あ

れ
ば
、
死
産
・
流
産
で
も
医
師
の

証
明
が
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
他
の
健
康
保
険
に
１
年
以
上
加

入
し
、
変
格
を
失
っ
て
か
ら
６
か

月
以
内
の
場
合
は
、
前
に
加
入
し

て
い
た
保
険
か
ら
給
付
き
れ
ま
す
）

◎
葬
祭
費
（
ｍ
万
円
）
…
被
保
険

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
儀
を
行

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え

ず
全
額
を
支
払
っ
て
お
き
、
後
で

申
請
し
て
国
保
連
合
会
の
査
定
額

の
７
割
ま
た
は
８
割
の
給
付
を
受

け
て
く
だ
き
い

＊
緊
急
や
む
を
え
な
い
率
備
で
被

保
険
者
証
の
提
示
が
で
き
ず
、
保

険
が
使
え
な
か
っ
た
場
合

＊
コ
ル
セ
ッ
ト
等
治
療
用
装
具
代

や
輸
血
の
生
血
代

＊
医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
料

医
療
費
以
外
の
給
付

と
り
あ
え
ず
全
額
の
支
払
を

ま
せ
ん市外へ転出するとき 印鑑、被保険者証

職場の健康保険に入ったとき
君
一
瑞
な
一
死
一
生

国
保
を
や
め
る
と
き

印鑑、国保の被保険者証
と職場の彼保険者証職嶋の健康保険の肢扶養者に

なったとき

’

印鑑、肢保険者証、葬祭
を行った方の預金通帳

死亡したとき

｜

’

生活保護を受けるようになっ
たとき

印鑑、被保険者証保鐘
開始決定通知書

被保険者証、外国人避録
証明番

外国人が国保をやめるとき ◎
保
険
証
記
載
事
項
の
確
認
を

新
し
い
被
保
険
者
証
を
、
世
帯

主
へ
３
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
《

住
所
や
氏
名
な
ど
、
記
戦
事
項
に

記
入
も
れ
や
誤
り
が
な
い
か
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
３
月

か
ら
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
確
認

が
済
ん
だ
ら
古
い
被
保
険
者
証
を

国
保
年
金
課
ま
た
は
支
所
・
行
政

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者

証
は
、
３
月
幻
日
で
有
効
期
間
が

切
れ
、
４
月
１
日
か
ら
新
し
い
被

保
険
者
証
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
色
が

一
般
被
保
険
者
が
緑
色
、
退
城
被

保
険
者
が
若
竹
色
で
、
い
ず
れ
も

平
成
８
年
度
と
赤
字
で
記
戦
さ
れ

て
い
ま
す
。

制
限
。
使
え
な
い
場
合

◎
次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
給
付

が
制
限
ざ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者

更
新
の
方
法

つ
た
方
に
給
付
き
れ
ま
す

◎
移
送
喪
（
国
保
連
合
会
が
迩
走

し
た
額
）
・
・
・
歩
行
が
困
難
な
と
き

な
ど
入
院
や
転
院
の
移
送
蛮
用
が
、

国
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
給
付

さ
れ
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

世滞主や氏名がかわったとき
市内で転居したとき

印鑑、被保陰者証

、修学などで他市町村に居住
するとき(侭凝票を移す場合）

＠の方力蝿もとに帰ってきた
とき

印鑑、肢保険者証、在学
証明書、転出届

印鑑、世帯の被保険者証

、の被保険者証､転入届

そ
の
他

⑧鬮鯏旅行などでi蹄と別の
綾保険者証がほしいとき

＠の被保険者証を過通すると
き

P

印鑑、被保険者証

印鑑、世帯の被保険者柾

と、の被保険者証

印鑑、本人を柾明するも
の（運転免許証など）

印鑑、年金証書、被保険
者証

連
絡
所
の
保
険
証
回
収
箱
に
お
入

れ
く
だ
き
い
・

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
被
保
険
者
証
の
か
わ
り
に

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
に
つ
い
て
」
と
い
う
〈
ガ
キ

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
ら
内
容
を
よ
く
読
み
、
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
巧
日
（
金
）
ま
で
に

被
保
険
者
証
や
〈
ガ
キ
が
届
か
な

い
場
合
は
、
国
保
年
金
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

◎
異
動
が
あ
っ
た
ら
申
請
を

、
や
③
（
表
２
参
歴
の
被
保

険
者
証
の
更
新
や
家
族
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
申
鏑
が
必
要
で

す
。
申
請
の
方
法
等
、
詳
し
く
は

国
保
年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
き
い
・

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
壷

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
９
２

＊
け
ん
か
・
泥
酔
な
ど
や
故
意
に

よ
る
け
が
や
病
気

＊
仕
事
上
の
け
が
や
病
気
（
労
災

保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
）

◎
次
の
場
合
に
は
保
険
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
美
容
整
形
や
歯
列
蛎
正

＊
正
常
な
妊
娠
・
出
産

＊
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
予

防
接
種

被保険者証を無くしたとき

退職者医擬制度に該当したと
き ）
’退職者医療制度に縦当しなく
なったとき 印濫、催保険者証

◎異動があったら、必ず雌日以内に手続きをしてください。
◎手続きの窓口

転出・転入、住所等の変更…国保年金課、各支所
保険証の再発行、外国人の加入・脱退…国保年金課
峯国保にはいる場合、すでに同一世帯で国保の被保険者証を
持っている場合は、必ず被保険者証をお持ちください。 新

’下総基地の米軍機使用絶対反対

種別

一般の方

住民税

非操税

世帯

過去12か

月の

入院日数

老齢福祉年金受給者

90日までの入院

90日を超える
入院

負担額

1日600円

1日450円

1日300円

1日200円
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３
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日
〈
木
）

ま
で
、
「
災
害
に
備
え
て
日
頃

の
火
の
用
心
」
を
統
一
標
語
に
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
に
よ
る
不
慮
の
死
傷
事
故
や
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
も
、

こ
の
機
会
に
家
庭
で
の
防
火
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
よ

』
フ◎

火
災
の
発
生
状
況

昨
年
１
年
間
に
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
記
件
（
う
ち
建
物
火
災

災
害
に
備
え
て
日
頃
の
火
の
用
心
、

／~、

集上講募 春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

’1

日（水・必着）までに我孫子1684

教育委員会社会教育課へ

し抽選応募者多数の場合は、抽

選（結果については3月下旬に通

知します）

し問い合わせ各講師へ

し対象市内在住で継続して受講

できる方（お子様連れはご遠慮く

ださい）

し申し込み往復ハガキに住所、

農慧､年齢､電話番号､講座名、
受講場所、曜日を明記し、3月13

は
逓
件
）
、
損
害
額
は
約
４
３
６

３
万
円
に
の
ぼ
り
、
一
昨
年
と
比

べ
て
狙
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
火
原
因
を
み
る
と
、

①
た
ば
こ
②
コ
ン
ロ
③
放
火
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風

が
吹
く
な
ど
火
災
の
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
原
因
で
起
こ
る
火
災
か
ら
、

尊
い
人
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
皆
ざ
ん
火
の
元
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
火
災
発
生
／
そ
の
時
は

①
早
く
知
ら
せ
る
…
大
声
で
家
族

や
近
所
の
人
に
協
力
を
求
め
る

②
早
く
消
す
．
：
勇
気
を
持
っ
て
、

｡

I
3時）

消
火
器
や
水
な
ど
で
初
期
消
火

③
早
く
逃
げ
る
…
燃
え
広
が
っ
た

ら
、
限
界
。
一
刻
も
早
く
避
難

◎
火
災
は
人
災

火
災
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
大

切
な
家
や
家
財
を
灰
に
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
家
だ
け

、_ノ

で
な
く
、
隣
り
近
所
ま
で
巻
き
込

ん
で
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
さ
も

あ
り
ま
す
。
火
災
が
発
生
し
た
ら
、

正
し
い
対
処
で
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

ま
ず
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
心
椛
え
と
知
恵
が
、
何
よ
り
も

必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防

課
云
（
錘
）
０
１
１
９

成

8

建 築物防災週間
「

我孫子市

美術家

協会 ’｜
年

4

月

’ 「
建
物
も
あ
な
た
と
同

じ
健
康
診
断
」
を
標
語
に
、

ノ
今
日
か
ら
３
月
７
日
（
木
）

ま
で
建
築
物
防
災
週
間
を

月
実
施
し
ま
す
。

こ
の
週
間
は
、
建
築
物

響
の
防
災
対
策
の
重
要
性
を

再
認
激
し
て
い
た
だ
く
た

く
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

昨
年
発
生
し
た
阪
神
．

Ｊ
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋

豚
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
倒

壊
に
よ
り
、
建
築
物
ば
か

溜
り
で
な
く
人
命
に
も
多
く

の
被
害
が
で
ま
し
た
。

奉
こ
の
機
会
に
ご
自
宅

の
塀
や
建
物
な
ど
身
近
な

》
建
築
物
の
安
全
性
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
再
点
検
し

、
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指

導
課
壷
弱
）
１
１
１
１

’
’｡

’’ ’
毎週火畷日の

午前

0

’ ’
か

▼
日
時
３
月
四
日
（
火
）
、
午
後

１
時
釦
分
開
場
２
時
開
淡

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
市
川
政
憲
（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
企
画
・
査
料
課
長
）

▼
内
容
東
京
国
立
近
代
美
術
館

で
催
さ
れ
る
展
覧
会
「
身
体
と
表

現
１
９
２
０
～
１
９
８
０
〃
ポ
ン

ピ
ド
ウ
ー
セ
ン
タ
ー
所
蔵
作
品
か

ら
″
」
の
記
念
講
演
会
で
、
マ
テ

ィ
ス
、
ピ
カ
ソ
か
ら
現
代
美
術
ま

で
の
卯
世
紀
美
術
の
姿
を
解
説
し

暴
力
団
な
ど
か
ら
不
当
な
要
求
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

や
い
や
が
ら
せ
で
お
困
り
の
方
は
、
東
葛
飾
支
庁
（
松
戸
市
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
暴
力
団
追

密
は
厳
守
し
ま
す
。
放
県
異
議
電
０
４
３
動
塞
ぎ

▽
日
時
・
場
所
３
月
６
日
（
水
）
跡
少
謝
鵬

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
セ
ミ
ナ
ー

移
動
暴
力
相
談
所
を
開
設
０

市
文
化
講
演
会
を
開
催

jつ

’’’
’’
’

夢
Ｆ
ｒ

〆
圧

’3

のりこ

阿部乃里子
画(82)8556

15名
月

邦
楽
と
洋
楽
の
融
合
・
比
較
と

い
う
新
し
い
発
想
の
コ
ン
サ
ー
ト

〃
舞
″
Ｉ
和
と
洋
妬
あ
び
こ
’
が

市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
深
尾

須
磨
子
作
詞
・
橘
本
国
彦
作
曲
の

そ
う
き
ょ
く
ま
ん
げ
ん

「
舞
」
を
零
曲
・
三
絃
・
十
七
絃

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
の
せ
て
、
市

1
111田澄子

冠(82)5041 民プラザの催し市土
圭

〃いこ

宮崎雌孑
画(84)5446季

一

診‘準’
－

多喜子
8)2605

可

中村多啓子
冠(88)2605

錦，％ rrr.&－

内
在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
ソ
リ
ス
ト
が

語
り
に
近
い
フ
レ
ー
ズ
で
歌
い
あ

か
ど
の

げ
ま
す
。
ま
た
、
葛
野
流
大
鼓
方

ソ
』
つ
ゃ
』

に
よ
る
独
鼓
の
渡
奏
と
マ
リ
ン
バ
・

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
減
奏
と
の
比
較

や
観
世
流
最
高
位
の
準
城
者
に
よ

る
本
格
的
な
能
の
舞
、
世
阿
弥
作

き
よ
つ
ね

「
清
経
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

邦
楽
と
洋
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
音
楽
を
楽
し
む
と
い

う
原
点
に
返
っ
て
、
午
後
の
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
き
い
・

▼
日
時
３
月
ｗ
日
（
日
）
、
午
後

２
時
訓
分
開
場
３
時
開
減

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料
大
人
１
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
５
０
０
円

▼
入
場
券
発
売
所
市
民
プ
ラ
ザ
、

平
賀
書
店
、
エ
イ
プ
ル
ひ
ら
が
、

石
川
春
光
堂
、
プ
ッ
ク
ス
ェ
ズ
キ
、

荒
井
書
店
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ

ろ
が
り

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
壷

（
銅
）
２
１
１
１

|’

講座名 連盟 期間 受講日 内容 定員
受講料
(月額）

講師名
(電話）

書道

湖北書道

茶道（表）

茶道（裏）

湖 北茶道

(表）

･湖北茶道

(製）

油絵

水墨画

日本画

湖北油絵

湖北日本画

我孫子生花

布佐生花

湖北生花

短歌

謡（索）

謡（観）

湖北七宝焼

湖北パン

フラワー

湖北手綱

湖北フラン
LL隼う

ス刺識

湖北アート
フラワー

七宝焼

手編

フランス

刺篭

紙人形

我孫子市

短歌会

我孫子市

謡Ilh

連合会

■
■
■

我
孫
子
市
手
工
芸
連
盟

我孫子市

書道連盟

市

掴

子孫税

我孫子

難道遮盟

毎月第1・第3

火曜日の午後

日本画の初歩

から
15名 2,500円

中尾葉子

冠(88)9850

毎月第1・第3

水曜日の午後

毎月第1・第3

火噸日の午後

6時から9時

毎月第1・第3

木畷日の午後

華道の初歩か

ら(小原流）

讃首の初歩か

ら(池坊）

華道の初歩か

ら(小原流）

20名

20名

20名

2,000円

(花代別）
号二

2,000円

(花代別）

2,000円

(花代別）

柴田

冠(88）

やすこ

保子

7092

原田

念(85）

ふさこ

房子

1350

野口

壷(82）

好子

7969

中央

公民館

布佐ステ
ーション

ホール

湖北地区

公民館

毎週水曜日の

午前

漢字、仮名の

初歩から
20名
4,000円
(ﾃｷｽﾄ代別）

山田満一

念(82)4405

毎週
午前

土曜日の 漢字、仮名の

初歩から
20名
4,000円

(ﾃｷｽﾄ代別）

むかし、

向 敏子

a(82)3945

湖北地区

公民館

毎月第1・第3

火暇日の午前

毎月第2・第4

火暇日の午前

毎月第1・第3

木噸日の午前

毎月第2・第4

木脇日の午前

毎週水曜日の

午前

毎月第1・第3

金曜日の午前

毎月第2・第4

金曜日の午前

茶道の初歩か

ら(表千家）

茶道の初歩か

ら(襲千家）

茶道の初歩か

ら(表千家）

茶道の初歩か

ら(裏千家）

騨
鑛
､

1つ

水墨i

花鳥
まで

日本画の初歩

から

15名

15名

15名

15名

20名

25名

15名

2,500円

2,500円

2,500円

2,500円

5,000円

2,500円

(ﾃｷｽﾄ代別）

2,500円

たaひかfこ

滝日一子

壷(85)1411

他山圭子

念(83)0608

のりこ

中村規子

冠(89)3503

よしこ

石川淑子

冠(88)9224

勤さかくようい粉

越阪部洋一

冠(82)8525

まがしろう

小泉雅司郎

a(84)9983

近蕨恵美

壷(82)1778

月輔l・第3

噸日の午後

毎
金Ｉ
毎月第2・第4

日鵬日の午前

毎月第2・第4

日照日の午前

毎月第1・第3

木1M日の午前

毎月第1・第3

水I‘日の午前

毎月第1・第3

土1M日の午前

縦月鋪2．第4

金Hi畑の午前

短歌の初歩か

ら

謡の初歩から

(宝生流）

識の初歩から

(観世流）

七宝焼の初歩

から(立体も）

パンフラヮー

制作、油彩ア

レンジまで

手編の初歩か

1つ

フランス刺繍

の初歩から

アートフラワ

ーの初歩から

30名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

2,000円

2,000円

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

市川賀美子

念(82)4336

早崎

冠(84)4187

あSも

厭
洲３４１

川
馳ｉ

幸
巾
念

肘”みちこ

荻野紀子
冠(88)0968
(早＃1‘夜IIIlのみ）「

湖北地区

公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

毎月第2・第4

金11伽lの午前

毎月第1・第3

火HMfIの午前

毎月第2・第4

火咽日の午前

藤月第1・第3

ｲ蝿11の午前

．上置焼の初歩か
ら(シルバークレ

イアートも含む）

手編の初歩か

ら

フランス

の初歩か

刺繍
6

1つ

紙人形の初歩

から

15名

15名

15名

15名

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

2,000円

(材料代別）

じつ星

川添睦子

冠(88)9391

みち二

鈴木辿子

冠(84)1605

|:上雪子

冠(83)0409

緑川和子

壷(84)8011

中央

公民館

鉛筆デ‘ｿサン、

油絵の初歩か
ら

20名 5,000円
毛利弘子

念(88)0548

場所

中央
公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

火の用心7つのポイント

①寝たばこ・たばこの投

げ捨てはしない

②子どもには、マッチや

ライターで遊ばせない

③風の強い時は、たき火

をしない

④天ぷらを揚げる時は、

その場を絶対に離れない

⑤家の周りには、燃えや

すいものを置かない

⑥風呂の空だきをしない

⑦ストーブには、燃えや

すいものを近づけない
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こ
れ
か
ら
母
親
・
父
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▼
日
時
３
月
塑
日
（
金
）
午
前
９

時
巧
分
受
付
、
９
時
訓
分
か
ら
ｎ

時▼
内
容
＊
超
ミ
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
日
時
３
月
１
日
か
ら
巧
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
釦
分

か
ら
ｎ
時
鋤
分
（
８
日
の
み
午
後

１
時
か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前

に
は
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

▼
内
容
産
科
医
の
話
、
妊
婦
体

操
、
妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

し
あ
わ
せ
学
級

健康ガイド

識
母
親
学
級

馴

S月の日曜･休日当番医
可

ヨ

P

し診療時間午前9時から午後5時
L

し持参するもの保険証と診療費
』

電話病・医院名

我孫子つくし野病院

小田川整形外科医院

我孫子聖仁会病院

増田医院

平和台病院

湖北台診療所

我孫子聖仁会病院

日

84-2211

▼
日
程
３
月
５
日
か
ら
妬
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
朽
分

か
ら
９
時
媚
分
・
・
平
成
７
年
ｎ
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
媚
分
か
ら
扣
時
犯
分
・
・
・
０

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
使
い
、
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

用
具
は
毎
回
、
１
．
８
日
は
バ
ス

タ
オ
ル
ー
枚
、
巧
日
は
歯
ブ
ラ
シ

3日
１
歳
６
か
扁
児
健
康
診
査

、

育
児

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

84-7411

88-3111

10日
88-2840

89-1111

で17日
88-8768

－31188-311120日

アビコ外科整形外科病院 84-7321 け
さ
せ
る
た
め
に
、
母
親
・
父
親

の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
＊
３
月
７
日
（
木
）
：
・
平

成
６
年
８
月
１
日
か
ら
晦
日
生
ま

れ
＊
３
月
脚
日
（
木
）
…
平
成
６

年
８
月
猫
日
か
ら
誕
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

▼
対
象
平
成
７
年
ｎ
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
娼
月
未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
し
て
い
な
い
方

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

．
・
・
３
月
郡
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
…
３
月
犯
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分

受
付
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

今
日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
８
年
度
の
子
宮
が
ん
検
▼
対
象
鋤
歳
以
上
で
市
内
在

診
は
、
今
日
か
ら
予
約
を
受
け
住
の
女
性

付
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
診
▼
検
診
期
間
４
月
か
ら
７
月

を
受
け
、
が
ん
の
早
期
発
見
．
▼
費
用
無
料

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
た
、
同
時
に
成
人
病
健
診
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
云
歸
）

輌
歳
以
上
は
血
液
検
査
）
も
１
１
３
１
へ
百
時
を
お
知
ら

実
施
し
ま
す
。
せ
し
ま
す
）

ツ
ベ
ル
ク
リ

お
よ
び
判
定

24日

子
喜
が
ん
検
診
の
受
診
を

岡野内科医院 88-7770

’我孫子東邦病院 82-816631日

テレホン
サービス (87)1141冠

二 票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
後
３
月
か
ら
卯
月
に
、
ポ
リ

オ
投
与
を
２
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
＊
３
月
５
日
（
火
）
。
：
１

回
目
投
与
（
平
成
７
年
８
月
以
前

生
ま
れ
）
・
２
回
目
投
与
（
同
年
ｎ

月
犯
日
以
前
に
１
回
目
投
与
の

方
）
＊
３
月
澗
日
（
火
）
．
：
１
回

目
投
与
（
同
年
９
月
以
前
生
ま
れ
）
．

２
回
目
投
与
（
同
年
狸
月
四
日
以

前
に
１
回
目
投
与
の
方
）

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
住

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
た
に
、
次
の
医
療
機
関
が
予

防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◎
中
川
小
児
科
医
院
湖
北
台
４

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

、

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

の
２
の
８
壷
（
串
）
１
０
１
８

▼
持
参
予
診
票
、
母
子
健
康
手

帳
、
印
鑑

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
５
日
か
ら
犯
日
ま

で
の
毎
週
火
雌
日
午
後
１
時
受
付
、

１
時
鋤
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
食
事
診
断
、
個
別
相
談
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
日
時
３
月
幻
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
訓
分
受
付

▼
対
象
平
成
５
年
７
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
需
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

〈
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

予
防
接
種
名

麻
疹
（
は
し
《

種

三
種
混

接
一
ジ
フ
テ
リ
ア

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ｉ
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

別
す
こ
や
か
栄
楚
教
室

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

ム
シ
歯
予
防
教
室

新
婚
家
庭
の
主
婦
・
妊
婦
を
対

’
風 三
種
混
合

砺
噸
瞳

麻
疹
（
は
し
か
）

日
本
脳
炎

傍

し

ん

生
後
皿
月
か
ら
卯
月
・
麻
疹
接
種
後
に
１
回
接
種

生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
極
混
合
を

接
種

生
後
腿
月
か
ら
卯
月
。
１
回
接
樋

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

乳
幼
児
の
崖
儘
囑
貫
を
剛
成
し
ま
す

該
当
す
る
方
峰
早
め
に
申
請
を

市
で
は
、
乳
児
・
幼
児
の
医
療
▼
申
請
資
格
小
学
校
就
学
前
ま

費
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。
で
の
乳
幼
児
を
扶
養
す
る
健
康
保

該
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
申
請
し
険
加
入
の
市
内
在
住
者

て
く
だ
さ
い
。
（
所
得
に
よ
り
助
▼
申
請
期
間
医
療
費
を
支
払
っ

成
額
は
変
わ
り
ま
す
）
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内

▼
対
象
①
０
歳
児
の
入
院
お
よ
※
申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
保
健

ぴ
通
院
に
か
か
る
医
療
饗
②
１
歳
セ
ン
タ
ー
壷
（
趣
１
１
３
１
へ

か
ら
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
が
継

濁
曙
蕊

続
し
て
７
日
以
上
入
院
し
た
場
合

の
医
療
愛

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
３
月
幻
日
（
木
）
午
前
９

時
受
付
、
９
時
鋤
分
か
ら
正
午

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

伊
豆
長
岡
に
あ
る
大
学
病
院

で
は
、
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
中
に
心

争
』
品
津
一
一
や
〃
、

筋
梗
塞
を
発
症
し
た
症
例
に
つ

い
て
、
何
ら
か
の
共
通
点
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
１

９
８
８
年
１
月
か
ら
１
９
９
５

年
５
月
ま
で
ｕ
症
例
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
中
の
心
筋
梗

塞
発
症
例
で
は
、
重
度
の
喫
煙

歴
五
症
例
中
、
例
）
や
肥
満

（
同
８
例
）
を
は
じ
め
、
脱
水

症
状
（
同
７
例
）
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
よ
く
言
わ
れ
る

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
中
の
症
例
は
む

健
康
メ
モ
⑬

-1

ざ
ん

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
な
ど
）

▼
参
加
壷
３
０
０
円
（
材
料
識
）

▼
申
し
込
み
・
電
話
で
３
月
晦
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

失
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
水
分
袖
給
を
ま
っ
た
く
せ

ず
に
１
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
イ
す
る
と
、

体
重
が
２
零
画
も
減
少
し
ま
す
。
し

か
も
、
９
ホ
ー
ル
中
水
分
補
給
で

き
る
施
設
は
通
常
１
か
所
く
ら
い

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
る
少
な
く
、
歩
行
中
の
発
症
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

脱
水
症
状
は
、
夏
場
に
発
症
が

集
中
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

季
節
に
関
係
な
く
発
症
し
て
い
ま

す
。
一
般
に
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
中
は

１
時
間
に
約
５
０
０
匹
の
水
分
が

新生児。妊産婦訪問

ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
中
は
水
分
を

こ
う
そ
く

補
給
し
心
筋
梗
塞
の
予
防
を

集
し
ま
す
。

▼
資
格
保
健
婦
ま
た
は

助
産
婦
の
有
変
格
者

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ

せ
電
話
で
柏
保
健
所
保

健
指
導
課
へ

』
▼
日
時
３
月
娼
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
日
時
３
月
哩
日
（
火
）
午
後
０

時
蝿
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
４
年
廻
月
生
ま
れ

（
該
当
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
３
歳

児
健
康
診
査
票
、
尿

層
ｒ
盾
相
國

▼
日
時
３
月
詔
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
娼
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

二 子
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
予
防
措

迩
と
し
て
プ
レ
イ
中
の
水
分
管
理

の
垂
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
水
筒
な
ど
を
持
参
し
て
、

プ
レ
イ
中
に
少
し
ず
つ
水
分
袖
給

す
る
こ
と
が
璽
要
で
す
。
た
だ
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
利
尿
作
用
が
あ
る

心
筋
梗
塞
は
、
心
臓
の
冠
状
血

管
内
に
存
在
す
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

か
上
埋
リ

ル
の
塊
が
は
が
れ
て
血
栓
を
形
成

し
、
細
く
な
っ
た
冠
状
血
管
に
つ

ま
っ
て
発
症
し
ま
す
。
同
大
学
の

医
師
は
、
血
栓
の
関
与
が
ゴ
ル
フ

プ
レ
イ
中
で
も
発
症
の
大
き
な
因

３
歳
児
健
康
診
査

、

柏
保
健
所
か
ら

相
r

▼
日
時
３
月
哩
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

雪 手
足
が
不
自
由
な
ど
の
神
経
症

状
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
を
。

▼
日
時
３
月
型
日
（
木
）
午
前
９

時
か
ら

▼
担
当
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

附
属
柏
病
院
誌
師
中
林
治
夫
氏

▼
申
し
込
み
電
話
で
３
月
７
日

（
木
）
ま
で
に
柏
保
健
所
保
健
指
導

課
へ
（
予
約
制
）

閂一一一

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

た
め
水
分
補
給
に
な
ら
ず
、
む

し
ろ
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

心
筋
梗
塞
を
お
こ
す
か
ど
う

か
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
は
、

専
門
家
レ
ベ
ル
で
も
難
し
い
で

す
が
「
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る

感
じ
」
「
胸
の
圧
迫
感
や
痛
み

が
お
こ
る
』
「
胸
の
痛
み
が
巧

分
以
上
も
続
く
」
三
ト
ロ
グ

リ
セ
リ
ン
（
狭
心
症
の
特
効
薬
）

の
舌
下
錠
も
効
か
な
い
」
な
ど

の
症
状
は
心
筋
梗
塞
の
症
状
で

あ
り
、
か
つ
前
触
れ
で
す
。
ま

た
、
「
胃
痛
」
「
奥
歯
が
痛
沙

と
い
う
症
状
も
、
心
筋
梗
塞
の

前
兆
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
配
）
５
５
２
５

神
経
難
病
相
談

柏
市
柏
２

公
（
〃
）
１
２

Ｉ
ル
悩
み
ご
と
相
醗

５
５
５
５

－

夜間の急病のときは
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今
回
は
、
春
休
み
を
前
に
一
足

早
く
旅
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
旅
を
す
る

木
（
星
野
道
夫
）
＊
イ
ギ
リ
ス

の
曇
へ
行
こ
う
（
レ
ス
リ
！

ト
ー
マ
ろ
＊
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄

道
の
旅
＊
も
の
食
う
人
々
（
辺

見
幟
）
＊
味
な
宿
に
泊
ま
り
た

い
（
山
本
益
博
）
＊
誰
も
行
か

一
な
い
日
本
一
の
風
景
・
花
景
色

（
宮
嶋
康
彦
）
＊
小
さ
な
離
島

へ
行
こ
う
蕊
恭
修
迷
＊
東

海
道
新
幹
線
景
色
の
見
方
楽
し
み

か
ｆ
出

方
（
山
根
一
興
）
＊
ぐ
る
り
ニ

ッ
ポ
ン
船
旅
ガ
イ
ド
＊
嘩
鍼
稀
リ

ス
ボ
ン
街
道
（
谷
崎
竜
）

悶
悶
間
し
筐

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
３
月
７
日
（
木
）
・
幻

日
末
）
・
・
市
民
会
館
第
４
会
議
室
、

＊
３
月
辺
日
（
木
）
・
泥
日
（
木
）
・
・

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

態
市
民
図
書
館

鐙
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

r一一

一 －一一－一一

図
垂
案
内

「
旅
の
本
を
読
む
」

一
図
書
館

だ
よ
り

な
し

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

ｉ
ｊ
ｌ
ｊ

今
云

’一

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
す
み
絵
Ⅱ

▼
作
品
。
作
者
＊
春
山
（
、
号
）

よ
う
り
ゅ
う
か
ん

…
丸
山
光
子
百
秀
）
＊
楊
柳
観

の
ん
ぼ
さ
つ

音
菩
薩
（
大
衣
）
：
・
阿
部
さ
た

（
新
木
野
）
＊
蔵
の
店
（
、
号
）

つ
れ
封

：
・
田
中
廠
夫
（
並
木
）
＊
野
菜

（
大
衣
）
：
・
星
野
文
子
（
束
我
孫

た
か

子
）
＊
鷹
（
大
衣
）
・
・
阿
曽
弘

（
古
戸
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
油
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
＊
赤
い
シ
ョ
ー

ル
、
Ｕ
・
シ
ャ
ト
ー
、
街
角
の
夜
、

さ
っ
さ
ロ
Ｉ
ズ
ガ
－
デ
シ
、

五
月
、
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ｅ
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

▼
時
間
い
づ
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
訓
分

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そよかせ号（:書鼈:)S月の日程(蕊）
ｽﾃｰｼﾖﾝ名’場所
湖北湖北地区公民館

中峠中峠亀田谷公園

青山台柴崎台4号公園

平和台布佐南近隣センター

新木野新木児童公園

久寺家久寺家あけぼの公園

つくし野，東急ショッピングセンター裏

天王台東|天王台東児童公園
|天王台西浅野谷3号公園

|白山三洋電機社宅入口
|並木丸石家具駐車場
|台田台田池尻公園
|根戸根戸近隣センター
|つくし野東急ショッピングセンター製

時間（午後）

1:20～1:50

2:10～2:40

3:00～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

2:00～2:45

3:00～4:00

2:00～2:50

3:10～4:00

1:30～2:15

2:30～3:00

3:20～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

日

6

木
７
・
剛 L山

金
８
．
” 県

内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
弱
人

を
超
え
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
－
位
と

い
う
不
名
誉
な
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理

な
追
い
越
し
な
ど
に
よ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん

し
支
給
さ
れ
る
見
舞
金

館
…
以
上
６
点
い
ず
れ
も
中
井
克

美
（
我
孫
子
）

圏
展
示
期
間
３
月
７
日
（
木
）
か

ら
４
月
２
日
（
火
）
ま
で

種類 傷害見舞金死亡見舞金

索
一
通
ヤ
蕊
壁
雷
見
舞
金
制

騒
蓋
篝
艤
様
瞳
。
言
誘
か

水
災害発生の日から6か
月以内の治療期間に係
わる傷害

死亡（災害の日から当
該事故が直接の原因と
なって6か月以内に死
亡した人）

災
害
区
分

渦
・
”

14

28
木

’
実治療日数10日以内･･･
1万円､実治療日数11日
以上…1日につき1000
円(180日を限度）

30万円（主として生計
を維持し、かつ扶養家
族を有する人は50万
円）

金

金 1．15．29
額

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
方
の
た
め
に
「
交

通
災
害
見
舞
金
制
度
（
上
表
参
照
）

を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
申
請
期
間
交
通
事
故
発
生
日

か
ら
１
年
以
内

▼
対
象
事
故
が
あ
っ
た
日
現
在
、

我
孫
子
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

※
被
災
者
の
飲
酒
運
転
・
無
免
許

運
転
、
犯
罪
行
為
、
故
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
・
天
災
等
に
よ
る
災

害
お
よ
び
同
一
事
故
に
つ
い
て
の

再
申
請
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
申
請
書

（
市
民
生
活
課
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
へ
持
参
壷
砺
）
１
１
１

１
内
線
３
３
２

平成B年度クループ生募集I凸 ~1、

（な姜琴麓鰯雲完蝶蘇喜鰯懸す｡）
▼グループ生募集一覧

か-プ籍”“ゞ“。”。|讃"緬書|雛
’往復ハン第1･3土曜日 自分で蒲る蒲

、””け"輔!"'周"･塵子|職
午前10時

平成8年（20名）からﾈ嬢まで
4月 正午

’
受購料
月額
(定員）

問い合わせ

申し込み方法
場所内容 議師名グループ名 受講日期間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

楽
し
く
学
べ
る
講
座
を
開
設
し
ま

す
。
新
し
い
自
分
の
発
見
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
市
内
在
住
の
方
（
年
齢
．

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員
各
講
座
加
名
（
先
着
哩

’|"･雲’ ）（
往復ハガキで

布佐平和台3-
10-1本田紀子
窓(89)2559

第1･3土曜日
午前10時

正午

シルバー人材センター

’
自分で蒲る箔
付け、普段蒲
からﾈ陸まで

1,500円

(20名）

1,500円

(20名）
着付

平成8年

4月

平成9年

3月

必

1,500円

（80名）
’ ’

中3月13日（水）
午後1時から
中央公民館前
で受付
犬塚礼子
壷(84)7926

毎週水曜日
午後

A1:00|～2：

B2:00～3:

C3：00～4：

子供体操

(鵜:）
子供の体力づ

くり、運動

子供の体力づ

くり、運動
|宇都木元美０

０
０

０
０
０ 央

’’
平成8年

4月

9月

毎週木暇日
午前10時

正午

往復ハガキて

栄9-21
須藤順子

壷(84)6204

公
婦人体操 高橋美代子高橋美代子 ▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
講
座
名
（
学
習
教
室

参
加
希
望
者
は
児
童
名
、
保
謹
者

▼募集講座一覧

|講座名｜期間｜受講日 容内 受講料 場所

’ |”’
毎週木曜日
午後1時

3時

往復ハガキで

白山1-6-7-30

3山内順子

壷(82)6117

水墨の埜本から作品の喪打ち
まで

第1･3月珊日

午後1時30分～3時30分
教
材
費
等
は
別
途
・
年
３
回
の
分
納
（
学
将
散
室
は
毎
月
納
入
）

墨絵教室|丹田呼吸

1
1健嬢法

卜瀞英会話
丹田呼吸

健康法
心身を活性化
するI呼吸法

心身を活性化
するI呼吸法 我

孫
子
第
一
小
学
校

糀谷みよ子
月
額
１
５
０
０
円

４
月
か
ら
平
成
９
年
３
月
ま
で
（
８
月
は
休
識
）

第1．3金曜日

午後1時30分～3時30分
館 （

交
流
教
室
）

普道の初歩から書道教室

’ ’
第2．4金曜日
午後1時

3時

往復ハガキて

中峠3048

笠松経子
云(88)4149

第l･3金珊日

午後1時30分～3時30分
英会話のため

の基礎英語

1,000円

(20名）
俳句教室 俳句の初歩から今井光代英会話 平成8年

4月

平成9年
3月

第1･3*IMH

午後1時30分～3時30分

小物からベスト・セーターま
で

手綱教室
往復ﾉ､ガキで

つくし野1－7－
10武者小路
小代子
容(84)4394

第1．3火曜日

午前10時

正午

自分で着る着
1,500円

付け、普段着
（20名）

から礼装まで

名
、
学
校
名
含
む
）
を
明
記
し
、

３
月
虹
日
（
木
）
ま
で
に
中
峠
２
６

０
７
（
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
壷
（
配
）
２
２
０
０
へ

公湖

民淵 第1．3月曜日
午後1時30分～3時30分

趣味のアクセサリーや作品の
デザイン(基礎から応用まで）

月緬
20001W

湖北着付 美細津悦子 木彫教室

’
’

館区

和服蒲付全般(諭物の知識ま
で）

第l･3水服日

午後1時30分～3時30分

月額
1500m

岡m屋文具店
(本町3丁目）

着付教言
第2．4木暇日
午前10時

正午

往復ハガキて

布佐3276-9
野寺美智子
a(89)1062

布
佐
市
民

セ
ン
タ
ー

自分て潜る諭

付け、普段蒲
から礼装まで

1,500円

（20名）布佐着付’ 須藤ふみ 第l･3火HMB

午前9時50分~正4
スケッチなど基本からilll終の
かけるまで

＃手口ホール
(緑1丁目）

油絵教室
月揃

300019毎週水曜日
午後5時～7時

算数･生活指導等個人の力を
IIIばす（対象小学校4年生）’

渋谷ビル

(本町3丁目）
紫習教室(場所は都合により変更する場合があります）

一
Ⅱ
漣
り
ま
す
Ⅱ

一
▼
無
料
で
＊
石
油
ス
ト
ー
ブ

一
〈
樋
口
毒
（
魂
）
０
７
０
４
〉
＊

一
ピ
ア
ノ
〈
松
村
霊
（
顕
）
７
７
６
２
〉

ｒ
Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
“
Ⅱ

一
＊
ワ
ー
プ
ロ
（
富
士
通
オ
ア
ン
ろ

一
〈
加
藤
霊
（
蓮
１
７
１
３
〉

一
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

一
連
絡
し
て
く
だ
き
い
・

一
④
③
⑤
信
翻
③
⑪
②
⑪

■一一早－Gつ一●

短歌
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文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限 俳句
ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課 染谷杲径選山本寛太選

家
族
ら
と
共
に
引
き
揚
げ
母
の
印
鑑
形
見
と
な
り
ぬ

我
が
雌
き
名
よ
田
口
一
子

ひ
と
し
き
り
騒
々
し
き
が
ふ
と
止
み
ぬ
見
れ
ば
幼
な

は
早
や
癌
ね
て
を
り

小
林
直
江

へ
や
か
ほ

丹
糖
の
賜
物
な
り
き
吾
が
室
に
燕
り
た
だ
よ
ふ
鉢
の

唯
抵
つ
ぐ

白
梅
有
馬
尚
二

口
』
つ
心
一

娘
の
夫
の
透
析
に
正
月
な
し
と
い
へ
ど
声
明
る
き
に

吾
の
安
ら
ぐ

岡
田
清
一

こ
い
と
ほ

成
人
の
娘
の
晴
姿
愛
し
き
幼
き
頃
の
ゑ
く
ぼ
残
れ
り

篠
田
ま
さ

か
は
む
く

そ
り
ん

か
ん
高
き
声
交
し
つ
つ
椋
鳥
が
し
ば
し
疎
林
の
枝
う

つ
り
ゆ
く
公
手
孝
嗣

つ
ま
ゆ

こ
の
年
も
わ
が
家
の
紅
梅
ふ
ふ
み
た
り
夫
は
逝
き
し

なと
突
き
に
け
る
日
よ
馬
場
千
鵺
子

か
い
ゆ

脳
睡
癌
を
快
癒
せ
し
友
は
百
ま
で
も
生
き
る
と
番
き

て
黄
状
寄
こ
せ
り

村
上
道
代

術
衣
着
て
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
り
し
我
冷
め
た
き

廊
下
手
術
室
に
向
ふ
須
田
鱒

北
風
に
岸
辺
の
ヨ
シ
は
倒
れ
伏
し
沼
広
々
と
光
り
か

が
や
く
中
野
五
郎

手
斑
沼
の
す
で
に
春
め
く
う
す
に
ご
り
壁
谷
千
純
子

め
が
ね

春
火
鉢
眼
鏡
に
つ
き
し
指
紋
ふ
く
泉
批
久
子

せ
い
そ
ん

外
国
の
船
木
枯
し
と
湾
を
出
る
和
田
正
邨

さ
ゆ
う

妻
の
背
の
丸
く
固
き
や
二
日
灸
萩
谷
日
出
夫

寝
て
お
れ
ば
起
き
て
遊
べ
と
春
の
風
山
岸
た
づ

や
ぐ
ら

ば
ら
ば
ら
と
鬼
打
豆
や
大
櫓
高
橘
喬

あ
む
な

雪
を
わ
け
青
菜
掘
り
出
し
振
い
け
り
田
中
栄
太
郎

毛
糸
編
む
老
妻
の
背
に
日
差
し
か
な
須
田
利
夫

ほ
ど

磯
の
香
の
水
仙
の
荷
を
解
き
け
り
松
浦
白
梅

水
底
に
ゆ
れ
る
日
射
し
や
春
近
し
公
手
孝
嗣

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
も
ふ
る
え
て
蹴
る
残
り
雪
辻
村
祥
子

こ
め

百
姓
に
春
闘
は
な
し
米
価
下
が
る
野
口
こ
う

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
電
気
製
品
、
学
習
用
品
な
ど
、

主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
消

撰
財
と
し
ま
す
。
衣
類
、
生
き
物
、

自
動
車
原
勤
機
付
き
自
転
車
含

芭
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
垂

（
妬
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

、

｜

’

／

一

、

’

ひ

ろ
｜－

蟻 民



■

録び
一
』 第920号(5)1996 3．1 ’

’
束
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
（
我
孫
子
市
、
柏
市
、
流
山

市
、
沼
南
町
）
で
運
営
し
て
い
る

「
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
」
で

は
、
３
月
、
日
（
且
か
ら
式
場
の

利
用
を
開
始
し
ま
す
。

同
斎
場
住
施
設
の
老
朽
化
の

た
め
、
平
成
５
年
度
か
ら
建
て
替

え
工
事
を
行
い
、
昨
年
ｎ
月
か
ら

さ
つ
ま
い
も
の
デ
ザ
ー
ト
風
サ
ラ
ダ

（
、
‐
ノ 3月10日(日)から式場も利用を開始

さ
つ
ま
い
も
の
甘
さ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
酸

味
が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
あ
っ
た
、
デ
ザ
ー
ト
感
覚
の
サ
ラ
ダ

で
す
。
お
や
つ
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

）

〈
●
卜

一
戸
。
、ウイングホール柏斎場

が全面オープンします ど
ゞ
、

____ｰー--.--一 勺．＝一
一一－巳叩

I新
施
設
に
よ
る
部
分
営
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
今
回
駐
車
場
の
完

成
に
よ
り
、
式
場
を
含
め
全
面
オ

ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

式
場
は
、
大
・
小
の
２
室
が
あ

り
、
収
容
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
１

２
０
名
、
名
で
、
小
式
場
に
は

祭
亜
を
設
誼
し
て
い
ま
す
。

式
場
の
利
用
料
金
は
、
右
表
の

と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー

ル
柏
斎
場
垂
（
型
６
６
４
９

▼式場使用料

｜使用料’

’’

／
①
さ
つ
ま
い
も
の
皮
を
荒
く
む
く
。

、

杯
杯
こ
の
時
、
部
分
的
に
皮
が
少
し
残

〕
４
４

本
９
じ
じ
．
る
く
ら
い
に
し
て
お
く
。

刺
御
蝿
種
差
噸
②
①
の
さ
つ
ま
い
も
を
２
セ
ン
チ

トル
く
ら
い
の
厚
さ
に
切
り
、
約
巧
分

ふ

も
グ
ズ

蒸
か
す
。

い
ン
一
一

垂
咋
挿
毒
ず
③
②
を
ボ
ー
ル
に
う
つ
し
、
ス
リ

さ
プ
液
マ
ゆ
コ
ギ
で
形
が
な
く
な
る
ま
で
、
つ

．
．
．
．
．
、
ぶ
す
。

／

圖
圖
《
５
人
分
）
鱒
誕
忍
を
取
り
蟹

騨嬢内’｜組合地域外居住者

使用単位’

大式場 50,000円 10().000円
1日（午後5時
から翌日の午後
4時まで）小式鳩 30,000円 60‘000円

崇組合地域内居住者とは、死亡者が死亡時において組
合櫛成市町に住所を有する方です。

束
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
で
は
、
今
年
４
月
に
採
用
予

定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
勤
務
内
容
技
術
聯
、

霊
枢
自
動
車
の
運
行
業
務
等
．

▼
資
格
高
卒
以
上
で
昭
和
虹
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
運
転

免
許
証
を
有
す
る
男
性

▼
採
用
数
１
名

▼
受
付
期
間
今
日
か
ら
３
月
廻

日
（
水
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
王
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
試
験
日
３
月
妬
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
職

員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
柏
市

役
所
内
同
組
合
事
務
所
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
写
真
２

枚
｛
４
壱
×
３
巻
）
、
受
験
責
格

に
係
る
卒
業
証
明
書
を
持
参
し
、

直
接
本
人
が
同
組
合
事
務
所
霊

（
“
）
５
２
５
１
へ
（
郵
送
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
職
員
募
集
】

囮
回
圀 渋谷綾子

（泉）
さん

鳥
の
博
物
館
で
は
、
第
四
回
企

画
展
「
収
蔵
標
本
展
妬
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
博
物
館
の
活
動
の
中

で
も
重
要
な
位
置
を
し
め
る
、
標

本
収
集
が
テ
ー
マ
。
標
本
の
入
手

⑤
⑥
の
さ
つ
ま
い
も
と
④
の
プ
ル

ー
ン
を
混
ぜ
る
。

（
聖
＠
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を
加
え
、
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な

く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑦
⑥
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
い
、
ラ

ッ
プ
で
く
る
ん
で
ピ
ン
ポ
ン
玉
ほ

ど
の
大
き
さ
に
丸
め
、
茶
雌
し
ぼ

り
の
要
領
で
ラ
ッ
プ
を
し
ぼ
り
、

し
ぼ
り
目
を
つ
け
る
。

⑧
ゆ
ず
の
砂
糖
減
け
を
ひ
と
切
れ

の
せ
て
で
き
あ
が
り
。

◎
ゆ
ず
の
砂
糖
漬
け
の
作
り
方

①
ゆ
ず
を
水
平
に
半
分
に
切
り
ゞ

手
で
た
れ
を
取
る
。

②
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
『
ま
ん
べ
ん

な
く
砂
糖
を
振
り
か
け
、
よ
く
な

じ
ま
せ
た
ら
で
き
あ
が
り
で
す
。

滅
謹

ｆ

一
あ
び
こ
あ

pダクダダF
1

議
、

ノ

一 輔0

ま
く

か
ら
剥
製
の
製
作
、
分
類
ま
で

を
解
説
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
日
本
全
国
か
ら
集
め

た
１
６
０
種
、
２
０
０
点
に
の

ぼ
る
剥
製
の
展
示
は
圧
巻
。
美

し
い
羽
を
持
つ
カ
ワ
セ
ミ
や
オ

オ
ル
リ
に
「
き
れ
い
ね
え
」
と

思
わ
ず
足
を
止
め
る
女
性
も
。
：
。

ま
た
、
ト
ー
キ
ン
グ
カ
ー
ド

（
磁
気
テ
ー
プ
付
き
カ
ー
ド
）

に
よ
り
、
週
種
類
の
烏
の
鳴
き

声
も
、
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

春
休
み
や
学
校
休
業
日
に
、

ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
４
月
詔
日
（
火
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館

壷
（
錨
）
２
２
１
２

れ
こ
れ
〒
１
１

固
定
査
産
課
税
台
帳
は
、
固
定

賓
産
の
状
況
や
価
格
等
が
登
録
き

れ
、
こ
れ
を
も
と
に
平
成
８
年
度

の
固
定
査
産
税
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

８
年
１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
・

家
屋
等
の
固
定
査
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
登
録
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
、
期
間
後

、
日
ま
で
に
審
査
の
申
し
出
を
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

f={ご参加ください片
り

｣農政講演会
テーマ：これからの農業経営と

消費者が求める農産物とは
、

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
例
年
同
台
帳
縦
覧
は
３

月
１
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、

８
年
度
は
負
担
調
整
率
変
更
予
定

の
た
め
、
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
４
月
１
日
（
月
）
か

ら
配
日
（
月
）
午
前
８
時
訓
分
か
ら

午
後
５
時
（
土
・
日
峨
日
は
除
く
）

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
課
税
課

税
政
係
壷
（
理
１
１
１
１
内
線
３

３
８ 市

で
は
、
生
産
地
と
消
穀
地
が

直
結
し
て
い
る
特
性
を
生
か
し
た

『
あ
び
こ
型
都
市
農
業
」
の
確
立

に
向
け
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

都
市
農
業
の
振
興
に
は
、
生
産

者
と
消
饗
者
、
相
互
の
理
解
が
必

要
で
す
。

今
回
の
誰
演
会
は
、
消
費
者
と

生
産
者
を
結
び
つ
け
る
流
通
業
者

の
立
場
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
挫
業

経
営
・
農
産
物
に
求
め
ら
れ
る
も

雫
鶚
響
一
一

糯
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
あ

ら
き
園
」
に
は
、
現
在
、
妬
名

の
利
用
者
が
通
い
、
日
常
生
活

の
訓
練
や
作
業
訓
練
な
ど
を
通

じ
て
、
社
会
的
自
立
・
社
会
参

加
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

野
菜
作
り
で
地

あ
び

こ
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

１
ル
ハ
ウ
ス
が
完
成

あ

昨
年
狸
月
に
は
、
市
農
業
協
同

組
合
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

園
庭
に
待
望
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

（
縦
型
・
４
脚
・
横
４
．
５
通

が
完
成
（
写
真
）
・
室
温
が
加
度

に
も
な
る
ハ
ウ
ス
で
は
、
さ
っ
そ

く
利
用
者
た
ち
が
ス
コ
ッ
プ
を
片

手
に
土
を
掘
り
、
小
松
菜
、
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
の
野
菜
や
草
花
の
種

ま
き
を
行
い
、
収
穫
で
き
る
日
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

丹
精
込
め
て
育
て
て
い
る
野
菜

は
４
月
に
収
穣
で
き
る
予
定
で
、

で
き
た
野
菜
は
調
理
実
習
や
給
食

で
食
べ
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

配
る
な
ど
し
て
、
交
流
の
輪
を
広

め
て
い
き
ま
す
。

市議会定例会を開催’
の
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
腱
業
者
の
方
も

消
費
者
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
７
日
（
木
）
開
場
．
：

午
後
２
時
、
開
演
…
２
時
訓
分

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
農
業

経
営
と
消
裁
者
が
求
め
る
農
産
物

と
は
」

▼
講
師
石
戸
孝
行
（
株
）
京
北
ス

ー
パ
ー
相
談
役

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
農
政
課
電
（
閉
）

１
１
１
１
内
線
５
１
１

れ

↓
」

一般質問は3月1旧(月)から

13日(水)の3日間を予定
れ

平成8年第1回市議会定例

会は、3月5日(火)に開会さ

れ、一般質問は3月11日（月）

から13日(水)までの3日間を

予定しています。

本会議は、どなたでも自由

に傍聴できます。

※詳しくは、議会事務局壷

(85)1111内線241へお問い合
わせください。

１
人
で
悩
み
を
か
か
え
こ
み
が

ち
な
在
宅
の
高
齢
者
の
方
、
障
害

者
や
、
そ
の
介
謹
を
し
て
い
る
方
、

同
じ
悩
み
を
持
っ
た
人
同
士
で
、

お
話
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
３
月
”
日
（
水
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時
釦
分

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
先
藩
釦
名

▼
参
加
壷
無
料
（
軽
食
付
き
）

▼
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
３
月
、
日
（
日
）
ま
で
に

中
峠
１
５
６
５
の
１
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
ま
ど
か
事
務
局
へ

▼
問
い
合
わ
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
垂
（
露
）
５
２
３
３

L介
■

■■■■■

謹者．者

小
学
生
の
み
な
さ
ん

つ
り
橋
‐
に
‐
す
‐
て
‐
寺
‐
な

名
前
電
つ
け
て
く
だ
き
い

ﾛ

ま わ り
三
つ

市
で
は
、
五
本
松
公
園
と
ふ
れ

あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
を
一
体
的
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
つ
り
橋

を
建
設
し
ま
す
（
上
図
参
照
）
。

つ
り
橋
は
、
周
囲
の
景
観
に
あ

う
よ
う
木
製
と
し
、
全
長
型
腕
、

隔
１
．
５
脚
。
今
年
度
中
の
完
成

を
め
ざ
し
て
、
現
在
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
が
「
こ
の
つ
り
橋
の
名

前
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
す
て
き
な

名
前
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
小
学
生

▼
選
考
方
法
「
名
称
選
考
委
員

会
」
に
よ
り
選
考

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
（
１
枚
に
名
前
１
点
・
１
人

何
点
で
も
応
募
可
）
に
橘
の
雀
叫

命
名
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学

年
を
明
記
し
、
３
月
猫
日
（
土
・

消
印
有
効
｝
ま
で
に
我
孫
子
１
８

５
８
市
役
所
公
園
緑
地
課
査
（
閉
）

１
１
１
１
内
線
５
４
４
へ

ひ 写 真 展

日
ご
ろ
旅
行
す
る
機
会

の
少
な
い
障
害
者
と
い
っ

し
ょ
に
”
電
車
で
〃
旅
″

を
す
る
、
ひ
ま
わ
り
号
。

過
去
型
年
間
の
ひ
ま
わ

り
号
記
録
写
真
等
を
展
示

し
ま
す
の
で
毒
参
加
さ
れ

た
方
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
場
所
３
月
２

日
（
土
）
正
午
か
ら
午
後
６

時
・
３
日
（
日
）
午
前
、
時

か
ら
午
後
３
時
、
柏
市
民

美
術
サ
ロ
ン
（
柏
市
中
央

公
民
館
３
階
）

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
ひ
ま
わ
一

り
号
実
行
委
員
会
小
山
壷

（
詔
）
９
２
２
８

１
１
１
１
１
１
１
Ｎ
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録び (6)
一
』 1996．3．1

第920号

みやざき

宮崎ひかるちゃ
（柴崎台･1歳9か月

惨日時3月24日(日)から毎凋円

曜日午前gB詔0分から11時30分

(ただし、雨天の場合は次週の日

曜日に延期、全5回）

世場所湖北台中央公園内テニス
1

コート

し対象・定員市内在住で高校生

以上の初心者、50名（ただし、応
』■

募者多数の場合は抽選）

少参加費2000円
ト

し日時3月10日(日)午前10時かし日時・場所毎週木曜日午前10ら申し込み3月17日(日)午前9

圓国国凹 ら午後3時時から11時30分、市民会館（だだ時から9時30分まで湖北台中央公
惨場所湖北地区公民館し、場所が確保された場合に限る）園内テニスコートで、受け付け
し席主表干家…柴橋崇胞､裏干修内容筥謹術､真向法ほか伝問い合わせ松崎念(87)1990
家…早野宗津少会費月額2000円(年会費30001寸一亭ゾ寸.-7."､,､ﾉー ,=-f△臣

そうしん

伝.日時3月17日(日)集合…午前

9時30分．

◎中央公民館

伝曰時3月g巳(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し内容卓球

し持参ラケット（持っている人）

タオル、上履き

鯵問い合わせ中央公民館念(82）

0515

画湖北地区公民館

い日時3月ge.(土)午前9時30

分から118詔0分（参加費無料）

ら内容①折り紙②おはなし会、

語り⑧ベーゴマ④将棋、オセロ

修持参①は折り紙、ハサミ、の

り

し問い合わせ湖北地区公民館盆

(88)“33

．今日からあなたも発明家

伝曰時3月9日(土)午後1時30

分から3時30分（参加費無料）

陰対象小学生以上（ただし、小

学校4年生以下は親と同伴のこと）

し内容アイデアエ作
しとみは易

伝講師小宮庄八（発明家）

腰持参黒マジック、ペットボト

ル、洗だくバサミ6個

◎オムライスを作ろう

し巴時3月9日(土)午前9時30

分から午後0時30分

伝対象小学生以上

し内容オムライス、パンブキン

スープ、フルーツサラダ

し定員25名（先着順）

し参加費500円（材料代含む）

し持参エプロン、三角巾、ふき

ん・台ぶきん各1枚、タッパー1

個（中サイズ）、スーパーのポリ

袋

圏申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館密(88)4433へ

し場所市民会館3階視聴覚室

修練習日毎週月曜日および木曜似内容ジャズ、ラテン、クラシ

曰午後7時からg時ツク、民族音楽の鑑賞と情報交換

’ 臨時職
ー

貝

少勤務内容公園の除草、せん定所が確保された場合に限る）保育室容(88)0185へ

⑬⑤⑨⑳息
1M

寄付がありました。

”我孫子グラウンドゴルフ協会様

から緑の基金にと10万円の寄付が』

ありました。

１
－
２

金
一
土

蕊
一
呼
議

…
譲
蕊
＃

鰯
墨
Ｓ
月
翻
翻

臨時儲建婦。看護婦
伝対象・定員保健婦・看護婦の

I
’
伝定員15組

伝参加黄1200円し日時・場所4月7日(日)から

シ日時3月6日(水)午後1時か

ら3時

し場所湖北地区公民館

院内容「中国留学生とのかかわ

りあい」「手と目と言葉のエネル

ギー」

し講師安田千代子（元日赤大森

病院看護部長）

歩参加菱無料

い問い合わせ厚生課念(85)1111

内線309

れた場合に限る）

し対象・定員4月から新小学5

11月

12火
干葉支部長）

胴
一
Ｍ
一
胴
一
Ｍ

、

水
一
木
｜
金
一
士

し参加費100円”

’ 、守と

惨日時3月24日(日)開演．､午後

2時

し場所雨民会館

し演奏曲目アヴェマリア、組曲

r風のうた」ほか

し入場料800円（全席自由）

し問い合わせ永井垂(82)4350

門盈(84)5783伝練習日・場所毎週金曜日午後

7時20分から8時45分、天王台北

近隣センター（だだし、場所が確

－‐二一一一一一一■■■■■■■■q■

初心者対象硬式テニス
講習会参加者すこやかちやん募集

し対象平成7年中に生まれた1111内線210へ（先着順）

赤ちゃん 掲載する場合は、係から電話

し応募方法ハガキに住所、保で連絡します。

護者名､赤ちゃんの茗箭､生年なお､昨年応募された方のう
月日、性別、電話番号を明記し、ち、掲載できなかつだ皆さんに
3月11日（月・消印有効）まではお詫びいたします。
に我孫子1858広報広聴課盆(85）惨問い合わせ広報広聴課

茶道連盟月釜 健康体操の会会員

市民ターゲット
バードゴルフ大会

楽しく遊ぼう(譜灘） ｵーデｨｵ･ﾌｧﾝ,ｸﾗﾌ゙会員

総合空手道･扱心会会員

第19回我孫子市美術家協会
グループ展rぶなの木会展」

おひさま保育室ありんこ組
入会説明会

太極拳クラブ会員

親と子のふれあい教室

巳曜当番医｡1週間の行事

ﾃ肺ﾝｻービ殖G5)1313

3⑧

4月

5火

⑰水

7木

S金

9土

1⑪⑧

画日曜当番医＝テレホンサービス

”休日救急歯科診頂日=休日敷急歯科診畷所(市民会館内)9:、~11:30

－結婚相談=社会福祉協議会10:00～14:001

曜壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

章心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
雪市民会館；市民図書館・鳥の博物館休館
K霧つつじ荘・西部福祉センター休館

－法律相談＝市民相談室9:30～15;30(予約制）

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

－市民図書館休館
｡

壷不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

I垂健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

－市役所閉庁(－部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日敷急歯科篭綴日=休日渤億歯科診痢所(市民会篭内)9:冊~11:30

g霊消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
毒酒害相談＝寿市民センター13;30～15:00
唇健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

［ず市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃交通事故・消費生活相談＝市民相談室10;00～15:00

〃心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
=市民会館・市民図書館・馬の博物館休館
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
毒つつじ荘・西部福祉センター休館

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

g藪酒害相談＝保健センター13:30～15:00

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

－外国人相談＝市民ブラザ13:30～15:30
壷少年の日

親子であそぶ
マザーグースのつどい

ABCの基礎から英語の基礎、
外国を学ぶ｢子供英語｣参加者

赤十字奉仕団講演会

リウマチの会

第8回我孫子市民合唱団
『定期演奏会」

初心者．
Tジャズダン

中級
スサー
者向け
クル会員

舂 雷展


